
「信州環境カレッジ」事業説明会

平成31年２月

長野県環境部



本日の説明内容

(1) 「信州環境カレッジ」とは

(2) 平成30年度の取組

(3) WEBサイトの開設

(4) カリキュラムコースの開設

(5) 信州環境カレッジ交流会の開催

(6) 講座の登録状況等

(7) 「信州環境カレッジ」に参加するメリット

(8) 2019年度 登録講座の募集

(9) 講座の登録方法

(10) 補助金の概要

(11) カリキュラムコースへの参加

(12) 登録講座の実施結果報告等

(13) 募集要項の主な変更点

(14) 問合せ先
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「信州環境カレッジ」とは

目 的

⚫ 環境に関する県民の学びを拡大し、県民の環境保全に対する意識を高めるとともに、
将来の環境保全を担う人材の育成を図ること

仕組み

https://shinshu-ecollege.pref.nagano.lg.jp

【講座提供者】

個人、NPO・任意団体
企業、行政機関 等

【H30.7.29オープン】

カレッジWEBサイト

【受講者】

県 民

講座の開催告知等
活動をＰＲ！

自分に合った講座が
見つかる！

登録講座を募集中
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平成30年度の取組

• 9月26日付け「信濃毎日新聞」

• 11月28日付け「市民タイムス」

• 12月22日放送 SBC「エコロジー最前線」

• 1月25日放送 FM長野「Check! Topic!」

• 3月放送 FMぜんこうじ「みどりとみずと」

このほか、県の広報や各種イベント等を通じ、「信州環境カレッジ」のＰＲを実施

WEBサイト トップページ

油井亀美也氏講演会の様子

交流会意見交換の様子

7月29日
信州環境カレッジWEBサイト オープン
特別カリキュラム「宇宙・星空コース」の開設
油井亀美也氏による講演会の開催

10月23日 信州環境カレッジ交流会の開催

2月22・26日 2019年度事業説明会の開催

今年度の取組

メディアへの掲載
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WEBサイトの開設

講座の開催告知ページ（一覧） 講座の開催結果ページ（個別）

• ７月29日にWEBサイトを開設
• １月からインターネット広告の配信を開始（毎日150件程度のアクセスを確保）

今年度の取組

今後の取組

「信州環境カレッジWEBサイト」
こちらからアクセス！

↓

「信州環境カレッジ」で検索！
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• ３月までに「講座登録者」一覧のページを新設
• 来年度は、WEBサイトからの講座申込機能等を追加する予定
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WEBサイトの開設

「講座登録者」一覧のページ（イメージ）

• 五十音順に講座登録者名を記載
• 講座登録者名をクリックすると、講座登録者が指定するホームページにリンク
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カリキュラムコースの開設

• テーマに応じた講座を複数回受講することで、そのテーマに関する学びをより深めることを目的

• カリキュラムコースに参加する受講者が楽しみながら学べるよう、受講者へのインセンティブ（単位認定証等）を
用意したシールラリー形式により実施

• 「宇宙」や「星空」をテーマにした「宇宙・星空コース」
を開設

• のべ32名に単位認定証等を交付（２月15日現在）

• 受講者に対するインセンティブ（単位認定証等）による受講の促進

• WEBサイトのコース別ページでの講座紹介や県のプレスリリース等を通じたＰＲ

「宇宙・星空コース」チラシ（応募はがき）

概要

今年度の取組

今後の取組

参加メリット

• 来年度は「宇宙・星空コース」に加え、以下の２コースを
開設予定

・「SDGsコース」

・「夏休み！環境チャレンジコース（仮称）」

（このほかのコースも随時追加予定）
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信州環境カレッジ交流会の開催

• 信州環境カレッジの講座登録者等が一堂に会し、地域の環境教育・学習
活動の情報交換等を通じ、県民の環境に関する学びの機会の更なる充実
を図ることが目的

• 10月23日に長野市において交流会を開催（参加者35名）
（内容）

➢ 講演会の開催
「なごや環境大学」実行委員会事務局の遠山氏を招き、
「なごや環境大学」の取組について講演

➢ 信州環境カレッジの講座登録者からの事例発表
（地域講座）NPO法人みどりの市民
（学校講座）中信地区環境教育ネットワーク
（宇宙・星空コース）「長野県は宇宙県」連絡協議会

➢ ポスターセッション
参加者ごとにブースを設け、活動内容を発表

➢ 意見交換
信州環境カレッジの今後のあり方などをテーマに意見交換

• 来年度も引き続き、交流会を複数回開催する予定
• 第１回目の交流会は、６月８日（土）に佐久市で開催する予定

「なごや環境大学」に関する講演

信州環境カレッジに関する意見交換

ポスターセッション

概要

今年度の取組

今後の取組
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講座の登録状況等（2月15日現在）

受講者数

講座数

主催者別内訳

個人
ＮＰＯ等

大学 県
国

市町村

138 74 3 45 16

地域講座

学校講座

地域別内訳

東信 南信 中信 北信

15 10 81 34

地域講座 学校講座 合計

6,164人 644人 6,808人

講座数

主催者別内訳

個人
ＮＰＯ等

企業 県

38 30 1 7

地域別内訳

全県 東信 中信 北信
南信
以外

15 2 19 1 1

※１講座で複数の地域を対象としているものがあるため、
講座の合計値は一致しない。

※上記は学校講座の開催可能地域を示す。

※２月15日現在で実施結果報告があった地域講座71講座と
学校講座７講座の受講者数
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「信州環境カレッジ」に参加するメリット

⚫ 広報の支援

• WEBサイト等を通じた講座の開催告知等の広報

• カリキュラムコースの展開による受講の促進

• 「信州環境カレッジ」というブランドの活用

⚫ 経費の支援

• 信州環境カレッジに登録した個人、NPO法人、任意団体を対象にした経費支援を実施

（地域講座）25,000円／講座 （学校講座）20,000円／講座

【講座登録者等の声】

• カレッジのWEBサイトで広報してもらえて、従来よりも広範囲に知らせることができるようになった。また、
WEBサイトをみると、他団体の活動情報も得ることができるため、参考になる。

• 名も知られていない団体が講座を開いても、信用がなく人が集まらない。「信州環境カレッジ」をブランドと
して活用してもらうことは、講座主催者の信用力を高める効果がある。

• 学校での出前講座では受講料を取りにくいので、経費を補助してもらえると助かる。

9



2019年度 登録講座の募集

募集講座

講座の種類 テ ー マ 開催期間

【地域講座】

地域で開催される講座で、
広く参加者を募るもの
（形式は不問）

① 脱炭素（再生可能エネルギー、省エネルギー、気候変動等）

② 自然との共生（生物多様性・自然環境の保全、自然体験等）

③ 水・大気環境（水質保全、上下水道、星空等）

④ 循環型社会（３Ｒ、ごみ減量化等）

⑤ 暮らし・まちづくり（食、コンパクトシティ、交通等）

⑥ その他、SDGsの視点から地域課題の解決を目指すもの

2019年４月～2020年３月

【学校講座】

県内の学校に対する児童・
生徒向けの出前講座

（詳しくは、募集要項をご覧ください。）
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登録方法

講座の登録方法

講座の種類 提出書類 提出期限

地域講座

① 講座登録申請書（様式Ａ－１～２） （講座登録を一度行った方は様式Ａ－２のみ）

② 経費補助申請書（様式Ａ－３） （補助金の交付を希望する場合のみ）

③ 収支計画書（様式Ａ－４） （補助金の交付を希望する場合のみ）

原則として講座開催日の
概ね２か月前

学校講座

○ 講座登録申請書（様式Ｂ－１～２） （講座登録を一度行った方は様式Ｂ－２のみ）

※学校講座では、学校からの申込を受けて実施する段階で、補助金の申請を行って
いただきます。

随時

留意事項

「地域講座」に登録する場合には、次の事項について御協力ください。

① 配付資料等への「信州環境カレッジ登録講座」の明示

② 受講者に対する「信州環境カレッジ」の周知（チラシの配付）

③ 受講者に対するアンケートの実施

（上記②～③の資料は、ホームページからダウンロードできるようにする予定） 11



補助金の概要

補助金の交付

種類 要件
補助金の
上限

対象経費
補助を受けられる

回数

地域講座

① 「信州環境カレッジ講座」として年間２講座以上
登録し、開催すること

② 個人、NPO法人又は任意団体が開催する講座
であること

③ 2019年４月～2020年２月末日までの間に開催
する講座であること

講座１回当たり
上限25,000円

① 講師経費
② 会場・機材使用料
③ 教材費
④ 広報費
⑤ スタッフ経費

最大４回まで可能

学校講座

① 「信州環境カレッジ」に登録した講座であること
② 個人、NPO法人又は任意団体が開催する講座

であること
③ 2019年４月～2020年２月末日までの間に開催

する講座であること

講座１回当たり
上限20,000円

① 講師経費
② 会場・機材使用料
③ 教材費
④ スタッフ経費

上限なし

留意事項

【地域講座】
• 補助金は、補助金の交付を予定している講座が2講座終了した後に交付
• 講座の参加者数が、講座の定員数（様式Ａ－２に記載した定員数）の３割未満の場合、補助金の交付額は交付決定額の

２分の１
• 講座開催後の補助対象経費の合計（a）が補助予定額の上限（b）を下回る場合は、（a）の額

【学校講座】
• 補助金は、講座終了後に交付
• 講座開催後の補助対象経費の合計（a）が補助予定額の上限（b）を下回る場合は、（a）の額
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開設コース

カリキュラムコースへの参加

コース参加の流れ

コース名 実施時期 対象者 登録講座の内容

①宇宙・星空コース 通年 一般 宇宙や星空をテーマにした講座

②SDGsコース 通年 一般
SDGsの普及やSDGsの達成に向けた取組を
テーマにした講座

③夏休み！環境チャレンジコース（仮称）
夏休み期間
（7月～8月）

小中学生
自然の大切さ（自然観察等）や環境に配慮した
暮らし（省エネ・３R等）をテーマにした体験学習講座

カレッジ講座の申請

受講シールと台紙の
受け取り

講座の開催

受講シールと台紙の
受講者への配付

•信州環境カレッジ「地域講座」に登録申請
•様式A－２の「カリキュラムコースへの参加意向」欄の該当するものに○印を記入

•登録講座の開催前に、受講者に配付していただく「受講シール」と「シール台紙」を運営事務局から郵送

•講座の受講者に、「受講シール」と「シール台紙」の配付

（現時点での予定。今後順次追加）

※各コースの開始時期は、コースの準備が出来次第、改めてお知らせします。
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講座の変更・中止

講座の実施結果報告

• 講座を変更又は中止する場合には、電子メールにより運営事務局へ連絡

• 講座終了後、原則１か月以内に実施結果報告書を電子メールにより運営事務局へ提出
（この報告書の内容を「開催レポート」として、信州環境カレッジのＷＥＢサイトに掲載）

• 補助金を申請している場合には、電子メールによる実施結果報告書の提出と併せて、以下の書類を郵送により運営事
務局へ提出

① 経費補助請求書 （必要事項を記入の上、必ず押印）

② 収支決算書

③ 領収書の写し

地域講座 学校講座

変更

講座の日時、場所、定員、受講料を変更する場合
講座の申込期限を変更する場合
申込方法を変更する場合
集合場所や当日の持参品など受講に当たっての注意事項
等を変更する場合

講座の開催可能地域、定員、所要時間、受講料、開催可能
時期を変更する場合

問合せ先を変更する場合
当日の持参品など受講に当たっての注意事項等を変更す
る場合

中止 都合等により、予定していた講座が開催できなくなった場合 都合等により、予定していた講座が開催できなくなった場合

登録講座の実施結果報告等
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募集要項の主な変更点

⚫ 「地域講座」の登録講座における協力事項を追加

⚫ 「地域講座」の補助金について、補助金の減額の規定を追加

⚫ 補助金の対象経費を一部変更

⚫ 様式の番号や内容を一部修正

講座を登録した場合、次の事項について御協力をお願い

① 配付資料等への「信州環境カレッジ登録講座」の明示
② 受講者に対する「信州環境カレッジ」の周知（チラシの配付）
③ 受講者に対するアンケートの実施

（「地域講座」の募集要項 １ページ）

（地域講座の募集要項 ２ページ）

（地域講座・学校講座の募集要項 ４ページ）

（地域講座・学校講座 様式）

補助金の減額

講座の参加者数が、講座の定員数（講座登録申請書様式Ａ－２に記載した定員数）の３割未満の場合、
補助金の交付額は交付決定額の２分の１

経費区分 変更点

講師経費 • 外部講師のほかに、内部講師に対する謝金や交通費を対象

教材費 • 「講座で使用する材料等の購入費」を「教材として使用する消耗品の購入費」に修正

広報費
（地域講座のみ）

• 広報用チラシのほかに、対外的に提出する「報告書」の印刷費も対象

スタッフ経費 • 当日の講座運営のほかに、「事前打合せ」に必要なスタッフの人件費や交通費も対象
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問合せ先
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【信州環境カレッジ運営事務局】

一般社団法人長野県環境保全協会

※「信州環境カレッジ」事業は長野県が（一社）長野県環境保全協会に委託して運営

電 話 026-237-6620

ＦＡＸ 026-238-9780

メール shinshu-ecollege@nace-portal.jp

WEBサイト https://shinshu-ecollege.pref.nagano.lg.jp/


